
の海外相場

Open

High

Low

Settlement
Change

EFP -0.10 -0.01 -0.003 0.003 3.20 3.80 -250.00 -200.00 

Gold

Silver

Platinum

Palladium

週の経済指標一覧

前　-1.7％ 予　1.3％ 前　20.4万件 前　52.7

前　176.7万人

前　0.0％ 予　-0.2％

前　0.0％ 前　3.5％ 前　0.00％ 前　52.8

前　11.2 前　47.5 予　48.8

   COMEX/NYMEX 投機的建玉

Long

Short

Net

Change

Asia

英　12月 失業率 

EU　ラガルドＥＣＢ総裁、定例記者会見 英　1月 購買担当者景気指数Europe 1月 ＺＥＷ景況感調査 

12月 景気先行指標総合指数

CH　休場

EU　1月 購買担当者景気指数

JP　 日銀・金融政策決定会合議事要旨

EU　 ＥＣＢ政策金利

JP　日銀　政策金利発表 

独　12月 生産者物価指数

JP　日銀・金融政策決定会合（１日目）

1月17日

USA

COMEX/NYMEX ($) Gold (Feb) 

9.8

Mon Tus

1,561.4

1,553.0

1,560.3

前週分 失業保険継続受給者数 

2020年1月20日

2,201.21,007.5

1,024.8
23.6

2,224.9
47.1

PM

1,016.00

2,465.00

1,557.60

Silver (Mar) Platinum (Apr) Palladium (Mar)

0.134

17.950

18.185

18.073

1,009.0

18.060

LBMA/LPPM Fixing ($)

1月20日

2,368.00

1,016.00

          コメント

Thu FriWes

Precious Metals

ゴールド・シルバーは小幅上昇、プラチナ・パラジウムは上昇した。キング牧師生誕記念日の米祝日に伴う3連休を控える中、ゴールドは持ち高調整の買いが

優勢となり、小幅上昇の形で引けた。また、直近の米経済指標である12月の米住宅着工件数、12月の米小売売上高は底堅い結果となったほか、1月のフィラ

デルフィア連銀業況指数も市場予想を上回ったことを背景に、米長期金利の上昇や米国株高となったものの、ゴールドへの影響は限定的であった。堅調な米
国経済指標を背景に米株（主要３指数）がそろって終値ベースで過去最高値を更新したことから、プラチナ・パラジウムは上昇した。特にパラジウムは史上最

高値$2,539/tozを更新した。

FX

ドルは主要通貨に対上昇した。米経済指標が軒並み堅調な内容となったことを受け、景気減速が差し迫っているとの懸念が後退したことから、ドルは対ユー

ロで1週間ぶり高値を付けた。ドル/円終値110.17、ユーロ/ドル終値は1.1092。

1月 購買担当者景気指数12月 中古住宅販売件数 前週分 新規失業保険申請件数

AM

1,556.50

 Fixing Prices

2,208.0

2,298.81,033.6

1,549.3

2,358.8

5.9

250.0 731.0

711.843.8 1,891.9

8.9

461.8 3,630.4

4,361.4

87.5

Platinum ('000 oz)Silver (Moz)

17.905

休場 

JP　黒田東彦日銀総裁、定例記者会見

Source: CFTC

Source: Bloomberg

Palladium ('000 oz)

-466.9 

-24.2 

2020/1/14

-0.6 

35.0

Gold (Moz)

他社への転送･転用 堅くお断りいたします。

当資料は、信頼できると判断した情報に基づき作成されていますが、その正確性、完全性を保障するものではありません。当資料はお客様のお取引判断の参考となる情報提供を目的としてお
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